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マネジメントの人材像は、ＩＳ戦略の実現に向けた複数の個別案件のマネジメントを担当するプログラムマネージャである。

ＩＳ戦略
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マネジメントは、ＩＳ戦略の分析

→

ＩＴ戦略実現のモニタリングとコントロール

→

ＩＳ戦略実現上のリスクへの対応で構成される。
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マネジメントは、個別案件の企画
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設計
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開発
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移行

→

企画評価を範囲、およびＩＳ保守、ＩＳ運用、ＩＳ活用をマネジメント範囲とする。
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	コース名

研修コースの内容
	モニタリング手法


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、情報化投資及び運営コストの評価の為の評価軸となりうる指標に関する知識を修得することを目的とする。

○当コースでは、情報化投資及び運営に係わるコストの分類方法について学習する。

○当コースは、ROI、ＢＳＣ（バランススコアカード）、ＥＶＡ（経済的付加価値）、ＤＣＦ法（ディスカウントキャッシュフロー法）など評価軸に関する手法を学習する。

○当コースは、情報化投資及び運営コストの評価指標の策定・モニタリングについて学習する（非財務指標も含む）

○モニタリング手法及び評価指標の策定な通じて学習する。


	受講対象者
	　IS戦略及びIT戦略の策定・評価に携わる者

	研修方法
	　講義

	研修期間
	　標準日数　１日　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	経営・情報戦略に適用できる評価指標を適切に適切に策定・分析しモニタリングできる

モニタリング結果から、情報化投資及び運営コストに関する課題を抽出できる。

	関連知識
	IT動向

IT動向調査手法

リスク管理経営管理手法

管理会計


	コース名

研修コースの内容
	プログラムマネジメント


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　■上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	当コースは、ＩＳ戦略実行マネジメントに携わる者として、大規模で複合的な問題に取り組むにあたり、活動全体を複数のプロジェクトの結合体として捉え、各プロジェクトの連携や調整、相互作用による状況変化に対応したマネジメント手法の修得を目的とする。

○　当コースでは、具体的な活動であるプロジェクトの結合体であり、プロジェクトの上位概念であるものをプログラムと定義し、全体使命を実現する複数のプロジェクトが有機的に結合されたプログラムのマネジメント手法について学習する。

○　当コースは、複数のプロジェクトを統合して計画・整合・監視・評価・調整・選択・変更・中止などの運用ができるように、プロジェクトの上位概念としてのプログラムに関するマネジメント手法などを修得する。



	受講対象者
	　ＩＳ戦略実行マネジメントに携わる者

	研修方法
	　講義、ワークショップ

	研修期間
	　標準日数３日　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	複数のプロジェクトをプログラムとして捉え、全体を統合的にマネジメントすることができる。（全体管理）

ＩＳ戦略を基に、プログラム全体の基本的な枠組みを策定し、制約条件等との整合のある計画を設定することができる。（計画・整合）

プログラム全体を監視し、ＩＳ戦略にマッチした価値を生み出しているかを評価することができる。（監視・評価）

プログラム遂行の過程で、ＩＳ戦略の実現を最優先に調整し、必要に応じてプロジェクトを選択することができる。（調整・選択）

プログラム遂行のリスク要因を識別し、必要に応じてプロジェクトの変更や中止をすることができる。（変更・中止）

	関連知識
	プロジェクトマネジメント

統合マネジメント

ポートフォーリオマネジメント

リスク管理
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